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フューチャー・デザイン

現行の社会システム・制度の下では、将来世代の利益を取り
込む意思決定は困難（将来世代への共感を生むことは困難）

将来世代に持続可能社会を引き継ぐための社会の仕組み／
社会システムをデザインし、実践 ＝ Future Design



有望な仕組み： 仮想将来世代（将来省）

 将来世代の視点から現在を考察する仕組み
 意識して将来世代を現代に創造
➡「将来可能性」（西條、2018）を生み出す
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研究者らが実験・フィールド実験・実践を通じ、近視性を乗り
越えた持続可能な意思決定において、効果的であることが立証

202219XX 2050



仮想将来世代の効果
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３

実験、フィールド実験、実践等を通じた効果
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近視性を乗り越えた意思決定
ビジョン設計における独創性の増大
将来への危機意識の醸成
将来世代への共感
社会変革のインセンティブ
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カーボンニュートラルへの応用（京都市、2019）

 2019年9月～2020年1月 の間に5回の討議ワークショップ
 「カーボンニュートラル」＋「 京都市らしさ」
 市職員が2050年の仮想将来世代として、１）2050年の
京都市の社会像、２）2030年までに取り入れる政策
をデザイン

 システム思考（因果ループ図）などのツールを活用
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因果ループ図を用いたビジョン・施策の検討
（図の一部拡大）

社会像の要素や施策間の相乗効果・トレードオフを整理



 新たな仕組みの提案（例：京都型エネルギーシェアリング）
⇒ 社会転換への強い認識とインセンティブ

 京都市の本質的な価値・特徴をとらえた具体的政策の提起

京都市フューチャー・デザインの効果
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*初回とFDワークショップ終了後の比較
 京都市自体の再評価
 社会目標共有の意識の高まり
 将来に対する危機意識の高まり

施策の内容

参加者の認知変化

 コベネフィット（相乗効果）に基づく俯瞰的・合理的な提案

システム思考

➡ これまでのフューチャー・デザイン実践と整合的



7

（３月１５日開催） 参加申し込み・プログラム等
http://www.cfi.eng.osaka-u.ac.jp/assets/doc/event/20220315flyer.pdf

http://www.cfi.eng.osaka-u.ac.jp/assets/doc/event/20220315flyer.pdf
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